
 
 
 
 
 
 

一般国道２７号 
 
 

金 山 バ イ パ ス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成１８年１２月 
 

国土交通省 近畿地方整備局 
 

ＮＯ.５ 

近畿地方整備局 

事業評価監視委員会 

（平成１８年度第２回） 



目    次 
 

□事業の目的 ·················································································· 1 

 

□計画の概要 ·················································································· 2 

 
□事業の経緯および進捗 ······························································ 3 

１．事業の経緯······················································································3 
２．事業の進捗状況··············································································3 
３．関係機関との調整··········································································3 
４．現在の状況（平成１８年３月撮影） ··········································4 

 
□事業を取り巻く社会状況 ·························································· 5 

１．社会的背景······················································································5 
２．沿線の主な観光資源······································································8 
３．金山バイパスの沿線交通状況····················································10 
４．地域における計画········································································12 

 
□事業の整備効果 ········································································ 13 

１．沿線地域の交通混雑の緩和························································13 
２．沿線地域の活性化········································································15 
３．嶺南地域における道路ネットワークの強化 ····························16 

 

□費用便益比の結果 ···································································· 18 

 

□コスト縮減や代替案立案等の可能性 ···································· 20 

 
□対応方針 ···················································································· 21 



 1

 
 
 
 
 
 

一般国道２７号は、福井県敦賀市を起点とし、京都府京丹波町に至

る延長約１４０ｋｍの主要幹線道路であり、沿道地域の生活道路とし

て機能するとともに、嶺南地方の地域経済の発展等に重要な役割を担

っています。 
このうち、金山バイパス沿線の敦賀市や美浜町では通勤時間帯にお

ける慢性的な交通渋滞に加え、観光シーズンには著しい交通渋滞が発

生するため、幹線道路としての機能が損なわれ、日常生活にも支障を

きたしてきました。 
 金山バイパスは、沿線地域の交通混雑の緩和や地域の活性化を目的

として計画された延長７．５ｋｍのバイパスです。 
 また、事業中の一般国道２７号美浜東バイパス、一般国道８号敦賀

バイパス、近畿自動車道敦賀線や供用中の北陸自動車道と一体となっ

て、嶺南地域はもとより福井県の広域道路ネットワークを形成する道

路です。 
 
■位置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 沿線地域の交通混雑の緩和 

○ 沿線地域の活性化 

○ 嶺南地域における道路ネットワークの強化 

事 業 の 目 的 
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・起 終 点  自）福井県敦賀

つ る が

市坂 下
さかのした

 
至）福井県三方

み か た

郡美浜
み は ま

町佐田
さ た

 
・計 画 延 長  Ｌ＝７．５ｋｍ 
・幅 員  Ｗ＝２５．５ｍ（盛土部分Ｗ＝２１．０ｍ） 
・構 造 規 格  第３種第１級 
・設 計 速 度  ８０ｋｍ／ｈ 
・車 線 数  ４車線 
・全 体 事 業 費  約３９０億円 
・計 画 図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
・標 準 断 面 図 
 
 
 
 
 

計 画 の 概 要 
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１．事業の経緯 

・都市計画決定  昭和４９年７月～昭和６３年５月 
・都市計画変更  平成 ３年４月 
・事 業 化  昭和４７年度 
・用 地 着 手  昭和５０年度 
・工 事 着 手  昭和５３年度 
・暫 定 供 用  昭和５６年６月（Ｌ＝１．４ｋｍ） 

 平成 ４年７月（Ｌ＝２．８ｋｍ） 

 平成 ５年４月（Ｌ＝２．６ｋｍ） 

・４ 車 線 供 用  昭和６２年７月（Ｌ＝１．２ｋｍ） 

 平成 ９年３月（Ｌ＝０．３ｋｍ） 

 平成１０年２月（Ｌ＝１．５ｋｍ） 

 平成１６年３月（Ｌ＝１．４ｋｍ） 

２．事業の進捗状況 

・事 業 進 捗 率  ８１％（事業費ベース、平成１８年９月末現在） 
・用 地 取 得 率  １００％（面積ベース、平成１８年９月末現在） 

３．関係機関との調整 

・医療用牧場（現在、廃業）がルートに近接していたことから、動

物に与える影響（騒音、地下水等）に配慮した調整に時間を要し

ました。また、鉄道との交差および河川渡河等に係わる計画・施

工協議調整に時間を要しました。 
 
 
 

事業の経緯および進捗 
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４．現在の状況（平成１８年３月撮影） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（写真①） （写真②） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

至 福井

敦賀市産業団地 

（県）松原粟野停車場線 

至 小浜

至 敦賀 

（県）敦賀美浜線
国道 27 号

至 美浜 

美浜東バイパス 
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１．社会的背景 

【沿線地域の人口の推移】 
・敦賀市の人口は６８，４０２人（平成１７年１０月現在）です。 

・人口の伸びは、福井県の伸びを上回っていますが、平成２年以降は 
横ばい傾向となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【沿線地域の自動車保有台数の推移】 
・福井県における人口当たりの自動車保有台数は、全国の上位に位置

しています。 
・敦賀市においても全国平均を大きく上回っており、自動車への依存

度が高い地域であることを示しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 自動車保有台数は、乗用車、貨物車、乗合車、特殊用途車、軽自動車および小型二輪車の合計 

事業を取り巻く社会状況 

人口の伸び（S55を1.0とする）

1.091.10

1.00
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1.111.10
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人口あたりの自動車保有台数の推移
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全国
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【沿線地域の通勤・通学流動】 
・金山バイパス沿線の美浜町では、敦賀市との結び付きが強く、美浜

町における就業者・就学者の約４人に１人が敦賀市内へ通勤・通学

しています。 
・美浜町における通勤・通学時の利用交通手段は、自動車が６５％、

バスが１４％を占め、自動車への依存が高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

通勤通学時の利用交通手段

5.1

3.0

13.8

10.3

65.0

64.2

10.1

15.7

6.0

6.7

鉄道 バス 自動車 二輪 徒歩

0 20 40 60 80 100

凡例

美浜町

敦賀市

（％）

出典：平成１２年国勢調査

通勤・通学先構成比

敦賀市
24.4

敦賀市
90.9

美浜町
62.4

美浜町
3.2

その他
5.9

その他
13.3

0 20 40 60 80 100

美浜町

敦賀市

（％）
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【敦賀市における人口集中地区の拡大状況】 
・敦賀市では、金山バイパス沿線において人口集中地区の拡大が見ら

れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：国勢調査 

 
 

写真 

平成１８年３月２４日撮影 
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２．沿線の主な観光資源 

国道２７号沿線においては、美しい海岸をはじめとした豊かな自然

環境に恵まれ、周辺一帯は若狭湾国定公園に指定されています。 
敦賀・若狭周辺地域には年間約６００万人の観光客が訪れています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

観光入込客数の推移（敦賀・若狭周辺）

1,129 1,1981,0201,025 1,029
0

2,000

4,000

6,000

8,000

Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17

（千人）

5,695 5,867 5,966 6,136 6,056

　　　　    敦賀・若狭周辺
　　　　 うち敦賀市

出典：福井県観光客入込数(推計) 平成 17 年

出典：（社）福井県観光連盟調査結果 

水晶浜海水浴場 
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夏季には、沿線各地に点在する美しいビーチに、京阪神や中京方面

から多くの海水浴客が訪れています。 
金山バイパスの周辺地域である、敦賀市、美浜町、若狭町には福井

県内の約半数の海水浴場があり、夏期には多数の海水浴客が訪れます。

その９割近くが県外からの来訪となっており、敦賀ＩＣからのアクセ

スとして、金山バイパスが利用されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：（社）福井県観光連盟調査結果 

 

 

 

海水浴客の出発地構成

29%

10%

2%

25%

50%

44%

21%

17%

16%

42%

71%

50%

5%
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8%

県内 関西方面 中京方面 その他凡例

その他
福井県

若狭町

美浜町

敦賀市

福井県内の海水浴場（69箇所）の内訳

52%

23%

25%

17箇所

16箇所

36箇所

33箇所
　48％

その他

敦賀市

美浜町・若狭町

福井県内の海水浴客数（平成17年）

その他
24%

279,750人おおい町
2%

24,900人

小浜市
6%

70,560人
若狭町

2%
24,800人

高浜町
32%

368,700人

敦賀市
19%

216,800人

美浜町
15%

174,400人

合計
1,159,910人

敦賀市・美浜町・若狭町計
416,000人

36％

敦賀ＩＣ利用交通量（Ｈ17年度）

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（台／日）

出口 入口

0

(台／月)

夏季に敦賀ＩＣを利用

する交通が増加 

出典：（株）中日本高速道路調査結果
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３．金山バイパスの沿線交通状況 

【周辺の交通量】 
・金山バイパスの供用により、並行する敦賀美浜線（旧国道２７号）

の交通量が減少しました。 
・しかしながら、金山バイパスの暫定２車線供用区間および敦賀美浜

線では混雑度が１．０を超過しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：道路交通センサス 
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至 福井

至 小浜

【現道の状況】 
・金山バイパスでは、夏期の海水浴シーズンになると交通量が大幅に

増加し、著しい渋滞が発生しています。 
 

 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※出典：福井河川国道事務所調査結果 
 
 
 
 
 
 
 
 

※出典：福井河川国道事務所調査結果 

15 時台に最小速度 

交通容量 

15,819 台/日 

（写真①） 

国道２７号敦賀市萩野地先

15,086 16,362
20,693

4,664
4,142

3,474

0

10,000

20,000

30,000

冬
H18. 2. 1

春
H18. 6. 7

夏（混雑時）
H18. 8. 2

交通量（台/日）

小型車 大型車

18,560 
21,026

24,835 

旅行速度（萩野～旗護山トンネル）

0

20

40

60

80

13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

時速(km/ｈ）

8月6日 上り 8月6日 下り 10月4日 上り 10月4日 下り
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４．地域における計画 

金山バイパスは、下記の計画に位置づけられています。 
 

◆ ふくい２１世紀ビジョン 

第２次中期事業実施計画［平成１３年度～平成１７年度］ 

（平成１３年２月） 

◆ 第５次敦賀市総合計画第２期基本計画（平成１４年３月） 

    道路網ネットワークの整備のうち、周辺地域との連携を深め

る幹線道路の整備として、国道２７号金山バイパス全線４車

線の早期整備を促進 
 ◆ 福井県原子力発電施設等立地地域の振興に関する計画 

（平成１４年３月） 
 今後、事業を着実に推進することにより、更なる立地地域の

自立的な発展と一体的な振興を図っていく。 
 

５．要望経緯 

（最近の動向） 

平成１５年１１月５日 敦賀市より、関係各機関に対し、金山バイ

パスの早期完成を要望 
平成１６年１１月８日 敦賀市より、関係各機関に対し、金山バイ

パスの早期完成を要望 
平成１７年１２月７日 敦賀市より、関係各機関に対し、金山バイ

パスの早期完成を要望 
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１．沿線地域の交通混雑の緩和 

【交通の円滑化】 
主要渋滞ポイントであった萩野交差点や若葉交差点では、海水浴シ

ーズンを中心に著しい渋滞が発生していましたが、４車線拡幅後は渋

滞が緩和しました。 
 今後、全線４車線整備により、交通の更なる円滑化が期待されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 の 整 備 効 果 

若葉交差点 
暫定２車線供用時

（H7.8.5） 
 

最大渋滞長間 

5,100ｍ 
 

最大通過時間 

55 分 
 
 

 
 

 
若葉交差点 

完成４車線供用時

（H12.7.29） 
 

最大渋滞長間 

700ｍ 
 

最大通過時間 

3 分 
 

萩野交差点 
暫定２車線供用時

（H7.8.5） 
 

最大渋滞長間 

2,200ｍ 
 

最大通過時間 

11 分 
 
 

 
 

 
萩野交差点 

完成４車線供用時

（H12.7.29） 
 

最大渋滞長間 

0ｍ 
 

最大通過時間 

0 分 
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【交通の転換】 
金山バイパスの整備により、国道２７号旧道（（県）敦賀美浜線）を

利用していた交通が金山バイパスに転換しました。それにより、国道

２７号旧道の交通事故が減少しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 出典（交通量）：道路交通センサス 

※ 出典（事故件数）：福井河川国道事務所調査結果 

金山バイパス
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国道２７号旧道（（県）敦賀美浜線）
（野神～佐田）

21 ,062

16 ,462
13 ,826
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（台／日）
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20
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交通量
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２．沿線地域の活性化 

金山バイパス沿線では、新たな産業団地などにより、企業や店舗な

どの立地が促され、沿線地域の活性化に寄与します。 

 

【敦賀市産業団地】 
・目  的：長期にわたる経済不況のなか、雇用環境の悪化、産業     

構造の不均衡などの問題が浮上し、これらの課題解決

の対応策として、地域経済の活性化と雇用機会の創出

を図る。 
・事業主体：福井県敦賀市 

・用  途：工業専用地域 

・所 在 地：福井県敦賀市莇生野 

・敷地面積：団地総面積：２０．０ｈａ 

     工業用地面積：１３．８ｈａ 

・事業経緯：平成１３年５月：都市計画決定 
平成１７年６月：プラスチック成型加工業会社契約 

平成１８年１月：電子部品デバイス製造業会社契約 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※出典：敦賀市ＨＰ
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３．嶺南地域における道路ネットワークの強化 

【近畿自動車道敦賀線へのアクセス強化】 
 関西圏や中京圏から敦賀市へのルートは、北陸自動車道と整備中の

近畿自動車道敦賀線がありますが、現在は敦賀ＩＣしかないため、夏

季の海水浴シーズンには交通が集中し、著しい渋滞が発生します。 
 金山バイパスは、一般国道２７号美浜東バイパスとともに４車線化

を進めることで近畿自動車道敦賀線美浜ＩＣ（仮称）～敦賀市街地間

のアクセスを強化し、近畿圏から敦賀市への新たなルートの一部とし

て機能します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（株）中日本高速道路調査結果 
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【交通結節点としての機能強化】 
敦賀市は、北陸地方と関西地方および中京地方を結ぶ交通の要衝と

して重要な役割を果たしています。 
金山バイパスは、一般国道２７号美浜東バイパスや一般国道８号敦

賀バイパスとの一体的な整備により、交通結節点としての機能を強化

し、交通利便性の向上や沿道地域の発展に寄与します。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
※所要時間は、道路交通センサスより算出 

（ただし、金山バイパス、敦賀バイパス、美浜東バイパスの事業中区間は規制速度より算出） 

美浜駅～

新港口 
 
 
 
 
 

４０分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２５分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２分 

美浜駅～

疋田 
 
 
 
 
 

４１分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２８分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２４分 

Ｈ２

Ｈ２

Ｈ１７

Ｈ１７

将来

将来
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路  線  名 一般国道２７号 

事  業  名 金山バイパス 

延 長 ７．５ｋｍ 

 

□便益 

 走 行 時 間 

短 縮 便 益 

走 行 経 費

減 少 便 益

交 通 事 故

減 少 便 益
合 計  

基 準 年 平成１８年度  

基 準 年 に 

お け る 

現 在 価 値 

1,443 億円 68 億円 16 億円
１，５２７億

円 
･･･（Ｂ）

 

□費用 

 事 業 費 維 持 管 理 費 合 計  

基 準 年 平成１８年度  

単 純 合 計 379 億円 90 億円 ４６９億円 

基 準 年 に 

お け る 

現 在 価 値 

684 億円 31 億円 ７１５億円 ･･･（Ｃ）

 

□算定結果 

費用便益比（ＣＢＲ） 

 

Ｂ／Ｃ＝               ＝ 

 

＝２．１ 

 
 
注）費用および便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 便益の現在価値の合計（Ｂ）   １，５２７億円  

 費用の現在価値の合計（Ｃ）     ７１５億円 

費用便益分析の結果（事業全体） 



 19

 
 
 
路  線  名 一般国道２７号 

事  業  名 金山バイパス 

延 長 ３．１ｋｍ 

 

□便益 

 走 行 時 間 

短 縮 便 益 

走 行 経 費

減 少 便 益

交 通 事 故

減 少 便 益
合 計  

基 準 年 平成１８年度  

基 準 年 に 

お け る 

現 在 価 値 

165 億円 10 億円 4 億円 １７９億円 ･･･（Ｂ）

 

□費用 

 事 業 費 維 持 管 理 費 合 計  

基 準 年 平成１８年度  

単 純 合 計 67 億円 37 億円 １０４億円 

基 準 年 に 

お け る 

現 在 価 値 

55 億円 13 億円 ６８億円 ･･･（Ｃ）

 

□算定結果 

費用便益比（ＣＢＲ） 

 

Ｂ／Ｃ＝               ＝ 

 

＝２．６ 

 
 
注）費用および便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 便益の現在価値の合計（Ｂ）   １７９億円  

 費用の現在価値の合計（Ｃ）    ６８億円 

費用便益分析の結果（残事業） 
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本道路の計画にあたっては、周辺の土地利用状況や国道８号、県道

敦賀美浜線など主要幹線道路等との接続を勘案して選定したものであ

ること、さらに既に用地買収も完了し、一部４車供用していることか

ら、引き続き完成４車線に向けて事業を推進します。 
施工にあたっては、トンネル発生土の有効活用等により、コスト縮

減に努めながら事業を推進します。また、工事における品質の向上に

よるライフサイクルコストの低減などの観点でもコスト縮減に取組み、 
総合的なコスト縮減を図ります。 
 

コスト縮減や代替案立案等の可能性 
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（１）事業の必要性等に関する視点からの見解 
・ 平成５年４月に全線を暫定２車線にて供用し、その後一部４車線

にて供用していますが、暫定２車線供用区間においては、交通量

の増大により交通容量が不足し、交通混雑を招いています。 
・ また、沿線においては、敦賀市産業団地が造成され、分譲を開始

しています。 
・ 日常生活において、敦賀市と美浜町の結び付きは非常に強いこと

から、将来の市町村合併を視野に入れた円滑な交通路の確保が地

域の重要な課題となっています。 
・ 既に供用している区間については、旧国道２７号である敦賀美浜

線の交通量と交通事故が減少しました。 
・ 近畿自動車道敦賀線及び一般国道２７号美浜東バイパスの整備に

伴う交通量の増加等を考慮し、全線４車線化を進めていく予定で

あり、その費用対効果は２．１となっています。 
 
（２）事業の進捗の視点からの見解 

前回の事業評価監視委員会では、早期完成の意見をいただき「事

業継続」となりました。 

それ以降、平成１６年３月にＬ＝１．４ｋｍの区間を４車線供用

しました。 

今後の進捗については、近畿自動車道敦賀線の供用に合わせ、平

成２０年代半ばを目途に残りの事業を推進していきます。 

 
（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性による視点からの見解 

本道路の計画にあたっては、周辺の土地利用状況や国道８号、県

道敦賀美浜線など主要幹線道路等との接続を勘案したものであるこ

と、さらに既に用地買収も完了し、一部４車供用していることから、

引き続き完成４車線に向けて事業を推進します。 
施工にあたっては、トンネル発生土の有効活用等により、コスト縮

減に努めながら事業を推進します。また、工事における品質の向上

によるライフサイクルコストの低減などの観点でもコスト縮減に取

組み総合的なコスト縮減を図ります。 

対  応  方  針 
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◇対応方針 

 

（事業継続） 

  本道路は、沿線地域の交通混雑の緩和や地域の活性化を目的とし

た道路です。 

交通混雑緩和による交通の円滑化及び地域活性化のため、沿線市

町村による期成同盟会をはじめとした関係諸団体により、早期完成

が強く求められています。 

夏季の観光集中交通による渋滞に対応するため、北陸自動車道敦

賀インター側から、順次４車線化整備を進めています。 

今後とも、現計画に基づき４車線化整備を近畿自動車道敦賀線の

供用に合わせ、平成２０年代半ばの供用を目指します。 
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